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〈背 景
・
目的〉私た ち は 通性嫌 気性の グ ラム 陽性 胞 子 形 成 桿菌 を 単離 し、

flmPhibachillll “
’
　x｝

ltanus と命名 した。本 齣は 呼 吸 鎖の み な らずカ タ ラ ーゼ を
も欠 如する が 、嫌気条件か ら好気条件下 まで 1司等 に 生 育 す る 。近 年、Zhilina
らは ケ ニ ア の 塩湖か らグラム 陽性 の胞子 形成 桿菌 を 単 離 し A ．fermentuln、
江 師 遮 觚 とし て提 唱し た。そこ で こ れ らの 菌株 とA、．一 ’lanzasと の 分類学的
お よび 生 理 学 的比較 を試み た，＜方法 ・結果＞A．farn」．e・ntum と A．troPzcusは

A ．sylanusと1司様に カ タ ラ
ーゼ とキ ノン を欠如 して い た。孟 細 砌 抓 の 生育

に は酸 素が影響 を及ぼ さな い が、A．fL’rmentum とA．t・i’OPiC2LS は2］％ 酸素存在．
ドで は生育が 低下 したeA．．fermentumとA．　tt

’
opicus の 脂肪 酸組成 ひ翻 、拶侃堀

と 同様 の イソ分枝鎖、ア ン テ イ ソ分 枝脂 肪 酸 を主 体 と して い たが直鎖 の比

率 も高か っ た。　A．　x）／lanusは 乳酸 を生成 しな い が、　A．fermentumとA．　tropic’T“s’
は 乳酸 を生成 した。その た め 、A・nPhibacillu ．s　nzと系統的に 近縁 な海洋性乳
酸菌 HatotactibaCi！ilus　maを 含め 分 類 学 的 解析を 行な って い る 。
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　　　　　　　Alicvclobacillus　sp ．　HIB4 の特徴
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【目的】旧松尾鉱山廃水処理施設酸化層水 を起源 とす る集積培養か ら，好酸
性従 属栄 養鉄酸化細菌 と して、Alic）ctobac’ilizas　sp ．　HIB4 が単離 され た。これ

は Atic）
’clobacillu ，g 属細 菌 と して 3 株 目の 鉄酸化細菌で ある c 本研究で は．

HIB4 株 の特徴付け を行 っ た 。【結 果及び 考察】HIB4 株は．　 ycast　extracL 存
在下 に お い て のみ 増殖お よび 鉄酸化 を示す ものの 、その 鉄酸化は 対数増殖
期終 盤に お い て 行わ れ ，鉄酸 化 と増殖が結び つ かない u すなわ ち．HIB4

株 は他 の 多 くの 従属栄養鉄酸化細菌 と異な り、独立栄養的に は増殖しない

こ とが 示唆され た n また 従属栄養的増殖におい て ，yeast　cxtra ⊂t 以 外の

有機物は 炭素源と して 利用で きない こ とが示 されたc しか しなが ら，集樌

培 養 中に お い て 共 存 し て い た 独 立 栄 極 鉄 酸 化 細 菌 AcidithiobaciUus’
声η η傭 廊 剛 の 培養後の溶液 を用い る こ とに よ り増殖す る こ とが 示 された．
HIB4 株の 16S　rDNA 解析の 結果，，tit、　dtsulfldooxitlansと99、79・と高い 相同性
を 示 した が 、生理学的特徴が大き く異なる こ とか ら．別種 と考え る もの で

あ る。
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Clostridiurtt属細菌は 多様 な性質、系続 を持つ 細 菌か ら なる属であ り、再 分
類が提案さ れ て い る。本研究 で は特性 による分類 の

一
端 と して、環境サ ン

プル か ら得られ た Ctostndium近縁 の 単離株に つ い て，硫黄化合物還元渚性
に つ い て検討 し，さ ら に硫黄化合物還元 に関与 する過伝子解析に よ る系統
分類 を試 み た。使用菌株は 環境サン プル を硫黄化合物還 元 条件に て 培養 し、
単離 したもので あ る．．単離株の 硫黄化合物還元 は硫化鉄の 生成に よ リ確認
した。これ らの 単離株か ら DNA を抽出 し、16S ザDNA に よ る1司定、お よび

既存 の硫酸還元 細菌の 異化的亜硫酸還 元酵素 〔dsr）をタ ーゲ ッ トとす るプ

ライ マ
ー

を用 い た PCR を行 っ た 。
単離株 の うち数株は ，わ ずか で はあ る もの の 硫酸 を還元 し，硫化鉄 沈殿 を

形成 させ た。16S・rDNAff 折の 結果、全 て の単離株 はClostridiumに 近縁で あ

る こ とが判明 した。また 、dsrタ ー
ゲ ッ 1・ブライマ

ー
を用 い たPCR で は 増幅

が認め られたが、同 定さ れ て い る dsrとは PGR 増 1隨産物の サイズが 全 く異
なって い たn さ ら に標準株 と し て、単離株 に比較 的近縁 な C．Pun・icavtlrn，
C．srtbt7ire ．mina ・te．　 C．scatolog ’enes 、　C．thiθsulfitplreduce ・ns’につ い て も同様に P（：R を

行った とこ ろ 、a．sabtu ．ri／minale ．　 C．thio，suifitirvduceTLsで は泳勤バ ン ドが 検出
されたが 、他 の 2種 で は増 幅されなか っ たc

【目的】磁性細 菌と呼 ばれ る
一

群の 細菌は 、細胞 内に ナ ノサイズの 磁性粒チ

（バ イ オ マ グネ タ イ ト）を生 成す る 。近年の 分子生物学的解析か らバ イオ マ

グネ タ イ ト生成 機構 の 概要 と、その 生成 にお い て重要な役割 を担 う タン パ

ク質群 と そ の遺伝 子 が 同 定 され て い る e
一

方で 、環境中に は 、人 工 的 に は

合成 の 不 可 能な 形 態 や 構 造 を有する 磁性結勗 を形成する こ とが知 られ て お

り、そ の遺伝子 を獲 得 す る こ とで 新 しい 磁性材料の 創製に 繋が る こ とが 期
待 され て い るu 本 研 究 で は 環境中に 存在す る 多様な磁性細菌群か ら、バ イ

オ マ グネ タ イ ト合 成 の キーとな るタ ン パ ク 質を コ
ー

ドする 遺伝子 群を 獲得

す る こ とを 冒的 と した。【方 法及び 結果】環境 中に 存在する 多様な磁 性 細 菌

種の ゲ ノム 恃報を 獲得す る た め 、様 々 な 水圏か ら磁 性細 菌の サン プ リン グ

を行 っ た。得 られ た 環境 サ ン プ ル か ら磁 性細 菌の み を磁 気的 誘導 す る こ と

で 選 択的に 回蝦 した。光 学 及 び 電 f顕 微鏡 に よ る観 察か ら、得 られた サ ン

プル 中に お ける 磁性細菌 群 の 多様性 が観察 さ れた。磁性細 菌の存在 の確 認

され たサン プル か ら ゲノ ム抽 酬 を行 っ た 。一方 で、現在 まで に得 られ て い

る磁 性細 菌の ゲノ ム清報 に基 づ い て、PCR プ ライマ
ー

の設計 を行 っ た 。特
に 、genornic：is．　land と呼 ばれ る マ グ ネタ イ ト合成関連遺伝子 の集 中す る領

域 に 含ま れ る 澀 脇 5，m ・コns’6，　mms7 ，　mms1 ．ヲをタ ー
ゲ ッ トと してPCR を 行 っ た。

得 られた 遺伝チ 断片 を ク ロ ーニ ン グ、シ
ー

クエ ン ス を行 い 、遺伝 子群 の 多

様性 を 明 ら か に した 。
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